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2021年７月 26日 

各 位 

会 社 名 株 式 会 社 ク エ ス ト  

代 表 者 名 代表取締役 社長執行役員 岡 明男 

 （コード番号：2332 東証 JQ S） 

問 合 せ 先  取締役 上席執行役員 小泉 裕 

 （電話番号：03-3453-1181） 

 

 

第２四半期（累計）及び通期業績予想の修正に関するお知らせ 
 
 

当社は、最近の業績動向等を踏まえ、2021年５月13日に公表した2022年３月期第２四半期（累

計）及び通期業績予想を下記のとおり修正することとしましたので、お知らせいたします。 

 

記 

 

１．2022年３月期第２四半期（累計）業績予想数値の修正（2021年４月１日～2021年９月30日） 

 売上高 営業利益 経常利益 
四半期 
純利益 

１株当たり 
四半期 
純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前回発表予想（Ａ） 5,550 294 311 213 41.10 

今回修正予想（Ｂ） 5,735 346 365 250 48.20 

増減額（Ｂ－Ａ） 185 52 54 37 ― 

増減率（％） 3.3 17.7 17.4 17.4 ― 

（参考）前年同期実績 5,277 379 398 273 52.86 
 
 

 

２．2022年３月期通期業績予想数値の修正（2021年４月１日～2022年３月31日） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前回発表予想（Ａ） 11,630 700 735 503 97.06 

今回修正予想（Ｂ） 11,815 752 789 540 104.10 

増減額（Ｂ－Ａ） 185 52 54 37 ― 

増減率（％） 1.6 7.4 7.3 7.4 ― 

（参考）前年同期実績 11,181 879 917 636 122.77 
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３．修正の理由 

前回（2021年５月13日）発表の業績予想において、新型コロナウイルス禍が長期化する中、

経済活動は厳しい状況が継続することが予想され、顧客企業のIT投資動向を高い精度で見込む

ことは難しい状況でした。 

売上高につきましては、顧客需要が想定を超え、半導体分野顧客、エレクトロニクス分野

（半導体を除く）顧客、金融分野顧客へのサービス拡大等により、期初計画を上回り順調に推

移しております。 

中長期ビジョン「Quest Vision2030」に掲げた目標に向かっての投資を着実に実行するな

か、売上の拡大、業務改善等による利益率の改善及び経費支出の削減等により、利益は前回予

想を上回る見通しです。 

 

（注）上記の業績予想につきましては、当社が現時点で入手可能な情報に基づき作成したもので

あり、実際の業績は今後様々な要因によって予想値と異なる可能性があります。 

 

以 上 


